
平成22年度　学校自己評価システムｼｰﾄ　(山口学院　埻玉平成高等学校)
　　目指す学校像（ミッション）

１．　授業の工夫と改善に努め、生徒が生き生きと学習に取り組めるように心掛ける。  評価 　　　　達成度

２．　生活指導を徹底し、挨拶や礼儀をはじめとする基本的生活習慣の育成に努める。 Ａ ほぼ達成（８割以上）

　本　年　度　の　重　点　目　標 ３．　個々の生徒の学力と人格の育成に努め、希望進路実現を図る。 Ｂ 概ね達成（６割以上）

４．　学校行事、部活動への積極的な参加を奨励し、健全な心身の発達を図る。 Ｃ 改善の兆し（４割以上）

５．　今までの環境整備を一歩踏み出した、より快適な環境作りに努める。 Ｄ 不十分（４割未満）

 　　学　校　関　係　者　評　価
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授業時間の更なる確保と
授業内容の一層の充実を求
める保護者の声が微増だが増
えてきた。次年度は、今年度
以上に各行時とのバランスを
考えながら授業時間の確保に
努めたい。また、授業の創意
工夫など教員の自己研鑽にも
努めたい。

生活指
導の充
実

進路指
導の充
実

学校行
事への
参加

希望進路が実現出来た者
が100％に近づいたか。
受験学力向上に向けた補
講が組織的に展開出来た
か。
昨年度と比較し模擬試験
で、各科目における成績
の向上が見られたか。

初期指導の充実を図る。
授業アンケートの実施｡
教科に応じた工夫と実践。

ホームルームや学年集会等
での指導充実。
登下校指導。
生徒と教師の信頼関係を深
める。

生徒指導について「適切で
ある」との回答が本年度実施し
たアンケート結果でも高かった
ものの、前年度の９０％という
数値からやや下がってしまっ
た。この結果を真摯に受け止
めながら今後も丁寧な指導を
実践し、生徒・保護者と学校と
の更なる信頼関係強化に努め
たい。

進路活動における生徒のモ
チベーションアップが今後の
課題である。簡単に諦めたり、
現状で満足してしまうのではな
く、壁に向かって果敢に挑戦
する生徒を育て応援していく
学校でありたい。そのために
も、生徒個々の気持ちに響く
教育を工夫・実践することを目
指したい。

生徒のアンケートでは、学
年が上がるごとに「きめ細やか
な進路指導をしてくれる」と回
答する者が増えている。希望
進路実現や補講の充実につ
いても満足している生徒が多
い。しかし保護者・教員間で
は更なる取り組み強化を望む
声もある。

花の栽培など、より良い環
境空間の創造に努めた。本年
度来校した方の多くから「綺
麗な学校ですね」との言葉を
頂いた。在校生と保護者に
至っても、その半数以上が本
校の校内美化に対する取り組
みを評価しているというアン
ケート結果を得た。

文化祭を中心に、文化部
の活動が活発に展開され
ていたか。
行事をはじめ、学校生活
の多くの場面で、生徒が
自主的に活動していた
か。

部活動に積極的であると答
えた生徒が本年度も８０％を
超 えた 。文 化 祭 の 他に も、
オープンスクールや学校説明
会等で文化部の発表機会を
増やした。学校行事での生徒
の自主的参加については、今
後も充実させていく必要があ
る。

Ｂ

授業時間の確保とのバラン
スを図りながら、生徒が自主的
に活動出来る学校行事の工
夫と、文化部発表の機会・内
容充実について、更なる取り
組みを行いたい。

入学直後の移動教室で、
高校での学習習慣作りの為の
プログラムを行うなど初期指
導の充実を図った。２年前と
比較し、各学年とも家庭学習
の習慣化が徐々にではあるが
身に付いてきている。授業に
満足している生徒の割合も
年々増加している。

一学年を中心に学年集会
等で、人権教育やマナー教
育に努めて来た。外部からの
苦情については、減少傾向に
あるが、乗車マナーなどに対
しての情報が今年度も数件寄
せられた。ゆえに校外でのマ
ナーについては、引き続き指
導が必要と感じられる。本校
の生活指導に対しては、生
徒・保護者共に８０％以上の
人が好意的であった。

個々の生徒および保護
が、学校生活を通じての
生活習慣向上に満足して
いるか。
学校に寄せられる苦情が
０に近づいたか｡
教師と生徒の信頼関係が
しっかりと出来ている
か。

学習意欲の向上した生徒
が　　　年度当初に比べ
増えたか。
家庭学習量が増えたか｡
授業に満足しているか｡
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多目的サロンやカフェテリア
風食堂などに加え、生徒下足箱
や学習机の入れ替えなど、近年
校内整備を充実させてきた。今
年度は、更に一歩踏み込こんだ
環境づくりに取り組む。

9割近い保護者が、「本校生徒
は基本的生活習慣が身に付いて
いる」と評価しており、本校の
生活指導に対しても昨年同様約9
割の保護者が「適切である」と
学校アンケートで回答を寄せ
た。細やかな対応についても、
人権についての教員研修会など
を通じて指導力向上に努めた。
ただし、登下校時における電車
内のマナーに関しては、より徹
底した指導に努める。

学習に積極的な生徒が増加し
た反面、家庭学習の定着や学ぶ
意欲について二極化の傾向がう
かがえる。授業と家庭学習の良
好なサイクルをより多くの生徒
が身に付けられるよう、一層の
工夫に努める。

授業の
改善

施設・設備の充実については、現状を
確認し早急な改善をお願いしたい。特に
図書室の充実は、図書離れが深刻な現
代において、書物に親しむ人物の育成上
急務と感じられる。ゆえに、より多くの生
徒・教職員が積極的に足を向け利用する
よう、施設・蔵書・運営面等多角的に検
討・改善願いたい。

部活動・学校行事への参加について
は、在校生・保護者ともに概ね高評価で
あった。ただし、部活動施設の充実につ
いては、引き続きお願いしたい点である。
また、文化部を中心とした生徒たちの取
組みについては、専門知識や学びを深め
る新たな部の創設など、生徒と教師とで協
議し、より活発な活動となるよう期待する。

学校の進路指導の取り組みに対して、
生徒・保護者の評価が昨年より高まって
いる。その一方で教師の多くが、自らの取
組みに満足しておらず、より充実したもの
にしようと考えている点が感じられる。今
後も、進路目標に応じた細やかな指導を
願うと共に、これからの社会の中で必要と
なる基礎基本の知識修得、思考力・判断
力・表現力の向上、学ぶ意欲といった事
柄の育成をお願いしたい。

アンケート結果からも明らかだか、実際
に学校と係ってみて感じられることは、生
活指導に対する理解度が高い生徒が多
く、生徒と教師の間に温度差が無いという
事であった。生活面全体についても、昨
年度以上に良好になっていると感じてい
る。今後も、一人一人の生徒と真剣に向き
合い、問題行動が発生しないよう指導願
いたい。同時に本校の特色である挨拶運
動を中心に据えながら個々の生徒の良い
面を伸ばすという、厳しくも温かい指導の
実践を切に願っている。

礼節を重んじ、勉学と部活動の両立に努めながら心身ともに成長し、卒業後様々な分野で社会貢献できる人材を育成する。
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生徒が校内の環境に満足
しているか。
本校の環境に対し来校者
の発する言葉が好意的
か。

それぞれの進路目標に応じた
補習・補講の内容整備やその方
法について再度検証し、積極的
な改善をおこなって行きたい。
授業の評価は高かったものの、
より充実した授業の工夫と実践
に努める。

平成21年度の学校アンケート
では部活動満足率は8割を超える
など、昨年に引き続き、生徒・
保護者からの評価が高かった。
生徒会活動などの自主的な取り
組みに関して、より充実させる｡

生徒が自主的に活動出来る
学校行事の工夫。
文化部発表の機会・内容充
実｡

生徒個々に応じたきめ細や
かな指導。
補習・補講の組織的展開｡
小論文指導の充実｡
成績不審者に対する補習充
実｡

新しい
環境空
間づく
り

達成度

図書室や運動施設を中心
とする各施設の充実や、校舎
ごとの充実度の格差解消など
に向け詳細に検討する。それ
をもとに、次年度から順次その
改善に向けた取り組みを行っ
ていく。

                                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    学　　　　校　　　　自　　　　己　　　　評　　　　価

授業の充実に対する生徒・保護者の意
識が高まっている事は、学校の発展に
とって良いことである。また、これら生徒・
保護者の意識変化に対して、既存の授業
を謙虚に反省し、より充実した授業を行う
べきだと感じている教職員が増えているこ
とに、今後の期待が持てる。次年度以降、
学校は、それら教職員の意欲を支援する
体制整備に取り組むことをお願いしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度　　　　目　　　　標

Ｂ

A

Ｂ

Ｂ

中庭の利用方法を工夫する｡
校内に花や緑を増やす｡
音や空気などにも配慮した
環境空間の創造。


